
Q

少
子
高
齢
化
が
進
む
中　
持
続
可
能
な
行
政
を

　

大
阪
維
新
の
会

　
　
　

奥お

く

だ田
　
信の

ぶ
ひ
ろ宏

　

子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
若
者
世

代
の
定
住
に
向
け
、
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
の
充
実
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

積
極
的
な
投
資
な
ど
市
独
自
の
施
策
を

進
め
て
い
る
が
、
持
続
可
能
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
の
か
。　

　

国
や
府
へ
の
要
望
活
動
を
行
い
な
が

ら
歳
入
の
確
保
に
努
め
、
子
育
て
支
援

策
の
優
先
順
位
を
部
局
内
で
議
論
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
運
営
を
図
る
。　
　

　

町
会
加
入
率
が
低
下
し
、
地
域
活
動

の
担
い
手
の
固
定
化
と
高
齢
化
が
顕
著

に
な
る
中
で
、
町
会
に
依
頼
し
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し

て
市
民
に
届
け
る
の
か
。

　

町
会
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う

依
頼
事
項
を
精
査
し
た
が
、
町
会
未
加

入
世
帯
が
約
半
数
を
占
め
る
状
況
を
踏

ま
え
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
。

　

高
安
地
区
な
ど
の
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
、
将
来
的
な
人
口
増
加
や
住

宅
需
要
を
見
据
え
、
都
市
計
画
手
法
を

含
め
た
調
整
区
域
の
見
直
し
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
べ
き
区
域
で
、
生
活
環
境
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
農
地
や
山
麓
の
自
然

を
保
全
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
調
整

区
域
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
都

市
計
画
手
法
等
の
活
用
を
含
め
た
可
能

性
を
検
討
す
る
。

その他の主な質問項目
◦�副首都時代を見据えた都市戦略
及び行政形態の将来的選択肢
◦�中学校給食費無償化における
今後の方向性
◦�無痛分娩実施の人員体制
◦�めざしている経常収支比率
◦�ごみ袋の配付方法を今後も継
続できるのか

A

Q

時
代
の
変
化
に
即
し
た　
公
共
の
あ
り
方
を
追
求

　

八
尾
保
守
の
会

　
　
　

松ま

つ

だ田
　
憲の

り
ゆ
き幸

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、

市
民
の
価
値
観
も
多
様
化
す
る
中
、
時

代
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

現
状
に
即
し
た
行
政
運
営
を
追
求
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
「
公
」
と
「
民
」
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
判
断
を
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
令
等
の
制
限
の
有
無
な
ど
を
踏
ま

え
、
民
間
が
実
施
主
体
と
な
り
得
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
公
共
性
・
公

平
性
等
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、

内
容
に
応
じ
て
コ
ス
ト
面
と
サ
ー
ビ
ス

面
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。　
　

　

　

市
政
運
営
の
重
点
取
り
組
み
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
の

推
進
は
、
災
害
時
の
教
訓
か
ら
改
め
て

認
識
さ
れ
た
下
水
道
の
重
要
性
を
踏
ま

え
て
実
施
す
る
も
の
か
。　

　

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
下
水

道
の
復
旧
に
相
当
な
期
間
を
要
し
、
下

水
を
流
せ
な
い
状
況
が
長
期
化
し
た
。

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避
難
所
等
の
被

災
す
る
と
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
施
設
に
接
続
す
る
下
水
道
施
設
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

その他の主な質問項目
◦消防本部庁舎建て替えのスケ
　ジュール
◦市職員のシビックプライドを
　喚起する取り組み
◦近鉄八尾駅周辺の再整備
◦指定ごみ袋の配付方法や無償
　配付の課題
◦郷土愛育成に向けた学校教育

QA

安心安全な生活環境の確保のため、
下水道施設の計画的な耐震化が進め
られる。

　

冷
房
能
力
の
改
善
を
求
め
る
声
が
強

い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
内
に
は
全
校
で
安
全
で
快
適
に
使
用

で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
向
け
、
早

急
に
対
応
を
進
め
る
。

　

町
会
加
入
率
が
低
下
す
る
中
、
市
民

の
不
公
平
感
を
解
消
す
る
観
点
か
ら
、

防
犯
灯
の
維
持
管
理
を
市
が
直
接
実
施

す
る
手
法
へ
全
面
転
換
す
べ
き
と
強
く

求
め
て
き
た
が
ど
う
か
。

　

市
が
直
接
維
持
管
理
す
る
抜
本
的
見

直
し
を
行
う
。
令
和
８
年
４
月
に
地
域

へ
説
明
を
行
っ
た
後
、
電
気
料
金
を
全

額
補
助
し
、
令
和
８
年
度
内
を
め
ど
に

市
へ
所
有
権
を
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
財

源
を
大
胆
に
投
入
し
、
市
民
が
効
果
を

実
感
で
き
る
、
さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
、

す
べ
て
の
市
民
へ
の
支
援
策
に
加
え
、

食
料
品
の
価
格
上
昇
が
続
く
中
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
影
響
を
踏
ま
え
た
政

策
展
開
も
必
要
で
あ
り
、
支
援
策
を
検

討
す
る
。　

　

小
・
中
学
校
体
育
館
の
ス
ポ
ッ
ト
バ

ズ
ー
カ
に
つ
い
て
、
冷
房
が
十
分
に
効

か
な
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
令

和
８
年
夏
ま
で
の
機
能
改
善
を
強
く
求

め
て
き
た
が
ど
う
か
。

AQ Q

物
価
高
騰
の
影
響
か
ら　
生
活
者
守
る
政
策
を
!

　

公
明
党　
　
　
　
　

　
　
　

南み
な
か
た方

　 

武た
け
し

その他の主な質問項目
◦不登校や重いアレルギーなど　
　で給食を食べられない児童へ
　の平等な支援��
◦市立病院の待ち時間表示シス
　テムの導入
◦�５歳児健診を早期実施すべき
◦廃食油の航空燃料（ＳＡＦ）へ
　の活用

A

QA

Q

代 表 質 問 ▶

A

A

AQ

スポットバズーカとは
　体育館などの広い空間で、必要
な場所に強力な風を送り込める大
風量スポットエアコンのこと。
　本市では、室内機と室外機が一
体型になったものを設置している
が、閉め切った大型施設では、排
熱を室外へ排気する別置型の方が
本来の冷却性能を発揮しやすいと
されており、別置型への改修工事
が予定されている。

定住人口の増加は高齢化問題を緩和
するとともに地域のにぎわいを創出
する。

　代表質問とは、議員が所属する会派を代表して行う質問のことをいいます。
八尾市議会では、所属会派の人数に関わらず、答弁を含まずひとり 50 分の
持ち時間となっています。

月定例会
３
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代 表 質 問
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よ
り



A Q

市
民
の
命
、
未
来
守
る　
平
和
活
動
の
強
化
を

　

日
本
共
産
党

　
　
　

田た

な

か中
　
裕ゆ

う

こ子

　

八
尾
空
港
に
お
け
る
米
軍
機
の
飛
来

に
つ
い
て
、
目
的
を
把
握
し
自
粛
要
請

を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
自
粛
要
請
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　

日
米
軍
事
拠
点
と
な
り
得
る
懸
念
が

あ
る
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
の
拡
張
に
反

対
を
表
明
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

防
災
・
災
害
対
応
の
観
点
か
ら
重
要

な
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民

の
安
心
安
全
・
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　

八
尾
空
港
西
側
跡
地
の
開
発
や
国
道

25
号
の
バ
イ
パ
ス
建
設
よ
り
も
、
修
学

旅
行
費
の
無
償
化
や
奨
学
金
の
対
象
者

拡
充
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

修
学
旅
行
費
は
就
学
援
助
制
度
の
対

象
と
な
る
保
護
者
に
費
用
の
一
部
を
援

助
し
て
い
る
。
奨
学
金
の
対
象
者
拡
大

は
、
制
度
の
公
平
性
や
中
長
期
的
な
安

定
運
営
の
視
点
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
が
施
行
さ

れ
、
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の

価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
が
改
正
さ
れ

た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
市
内
事
業

者
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
中
小
企

業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相
談

体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

中
小
企
業
者
の
相
談
を
個
々
に
受
け

な
が
ら
、
価
格
転
嫁
に
関
す
る
内
容
は

よ
り
専
門
的
な
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。

その他の主な質問項目
◦�市長の政治資金パーティー
◦�聴覚障がい者や手話通訳者等関
係者への実態調査
◦�働く女性を取り巻く現状の認識
と課題解決の方策
◦�学童トイレに関する進捗状況
◦�国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料の引下げ

QA

Q

A

Q

す
べ
て
の
事
務
事
業
に　
改
革
の
決
断
を

　

新
声

　
　
　

山や
ま
な
か中

　 

宏ひ
ろ
し

　

市
の
業
務
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
Ａ

Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
を
進
め
て
こ
ら
れ
、

今
後
、
さ
ら
な
る
拡
大
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
新
規
導
入
予
定
は
あ
る
か
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
に
つ
い
て
、
現
在
、

実
施
手
法
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
業
務
削
減
の

実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

令
和
７
年
１
月
導
入
の
生
成
A
I

が
行
政
運
営
に
も
た
ら
し
た
効
果
や
今

後
の
展
望
は
。

　

導
入
後
、
10
か
月
間
で
約
１
万
６
千

件
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
業
務
効
率
化

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
非
常
に
効

果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
さ
ら
な
る
利
活
用
に
向
け
た
環
境

整
備
や
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
の
再
編
・
集
約
化
に
つ
い

て
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
公
共
施

設
の
総
量
削
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
で
あ
る
。
計
画
等
に
定
め
る
施
設
総

量
削
減
の
目
標
値
は
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
公
共
施
設
の
延

べ
床
面
積
は
維
持
し
つ
つ
、
今
後
の
人

口
減
少
を
想
定
し
た
延
べ
床
面
積
を
目

標
と
す
る
。
な
お
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
に

つ
い
て
は
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
た
め
、

削
減
の
目
標
は
定
め
ず
長
寿
命
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

その他の主な質問項目
◦�行政ＤＸの観点から申請手続の
簡素化、オンライン相談及び業
務効率化システムを導入すべき
◦�財政調整基金の残高見込み、今
後５年間の財政収支見通し及び
基金枯渇リスク
◦�八尾空港西側跡地開発
◦消防本部庁舎の整備方針

A

QA

代 表 質 問

A Q

公
民
連
携
手
法
に
よ
る　
施
設
整
備
の
最
適
化
を

　

至
誠
会

　
　
　

田た

な

か中
　
慎し

ん

じ二

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
従
来
型

の
公
共
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
的
要
請
が
高

く
、
一
定
規
模
の
事
業
量
が
見
込
ま
れ

る
施
設
や
設
備
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
等
の
活
用
に
よ
り
財
政
負
担
の
平
準

化
等
を
図
り
、
事
業
手
法
そ
の
も
の
を

再
設
計
す
る
こ
と
で
事
業
可
能
性
が
広

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

八
尾
市
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入

優
先
的
検
討
規
定
に
の
っ
と
り
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
及
び
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

を
一
体
と
し
た
事
業
手
法
を
含
む
公
民

連
携
手
法
に
よ
る
事
業
可
能
性
を
優
先

的
に
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
も
内
容
に
よ
り
、
従

来
手
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ

て
最
適
な
事
業
手
法
で
進
め
て
い
く
。

　

市
有
財
産
に
つ
い
て
、
低
未
利
用
地

等
を
単
に
保
有
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、

市
民
利
益
に
つ
な
げ
る
た
め
、
有
効
活

用
や
売
却
等
の
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

新
や
お
改
革
プ
ラ
ン
2
.
0
実
行

計
画
に
お
い
て
、
未
利
用
地
の
有
効
活

用
な
ど
を
取
り
組
み
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
後
、
売
却
や
貸
付
け
等
に
よ
る

歳
入
確
保
を
進
め
て
い
く
。
活
用
方
針

の
検
討
対
象
は
、
公
有
財
産
す
べ
て
を

基
本
と
し
つ
つ
、
特
に
、
取
得
目
的
と

異
な
る
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の

を
考
え
て
い
る
。

その他の主な質問項目
◦�社会参加型介護予防の推進にＰ
ＦＳを活用する上での成果の定
義や事業効果の客観的検証方法
◦�八尾空港西側跡地の有効活用と
国道25号大阪柏原バイパス整
備の到達点
◦�行政ＤＸ推進におけるＥＢＰＭ
の位置づけ

A Q

▶

中小受託取引適正化法とは
　旧下請法を改正し、事業者間に
おける価格転嫁及び取引の適正
化を図ることを目的とした法律
のこと。委託事業者が中小受託事
業者に対して価格協議を行わず
に一方的に代金を決定すること
などの不当な行為を禁止してい
る。

QA

　

市
営
住
宅
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
生

活
音
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
改
修
等
も
踏
ま
え
た
防

音
対
策
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

音
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
入
居

者
へ
の
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
や

ル
ー
ル
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
改
修
の
機
会
に
お
い
て
、
防
音
面
へ

の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
西

郡
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
と
し
て
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
の

居
住
誘
導
を
図
る
た
め
、
既
存
市
営
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様
な

住
宅
供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
規
模
は
。　
　
　
　
　

　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
設
計
業
務
や
入
居
者
が
住
宅
の
改

修
を
自
ら
行
え
る
よ
う
内
装
撤
去
に
よ

る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
住
宅
化
工
事
な
ど
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
２
戸
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
は
応
募
状
況
を
勘
案
し
、
活
用
戸
数

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

Q

Q

ま
ち
づ
く
り
構
想　
子
育
て
世
帯
等
の
定
住
促
進

  

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

　
　
　

吉よ
し
む
ら村

　
拓た

く

や哉

その他の主な質問項目
◦無痛分娩導入における市立病
　院の現状と課題
◦�空飛ぶクルマ運用方法と課題
◦�職員の離職原因と対応策
◦可燃ごみ等収集運搬業務の民
　間委託における対応策と課題
◦行政ＤＸ推進の現状と今後の
　方向性

A

若者・子育て世帯の定住促進に向け
た住環境整備が予定されている市営
西郡住宅。

ＰＦＩとは
　プライベート・ファイナンス・
イニシアティブの略。公共施設等
の建設、維持管理、運営等に民間
の資金とノウハウ（経営・技術的
能力）を活用する手法。行政が直
接行うよりも効率的で質の高い
公共サービスを提供し、同時に事
業コストの削減を図ることを目
的としている。

A

Q

ＲＰＡとは
　ロボティック・プロセス・オー
トメーションの略。パソコン上の
データ入力や集計など、人が行っ
ている定型業務をソフトウェア
のロボットが自動化する技術の
こと。業務効率化、コスト削減や
人的ミスの解消といった効果が
見込まれる。
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